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歯性感染症に対するNY-198の 臨床的検討

有 澤 康 ・松 井 義 郎 ・道 健 一

昭和大学歯学部第一口腔外科学教室

新 しいキノ ロン系抗菌剤で あるNY-198の 口腔外 科領域歯性感染症 に対 す る臨床的有用性 を検討

したので報告す る。

投与対象 は昭和61年9月 か ら62年2月 までの間に昭和大学歯科病院 を受診 した歯周組織炎1例,歯

冠周囲炎3例,顎 炎7例 の計11例(18～58歳)で あ り,"歯 科 ・口腔 外科 領域 における抗生物 質の効果

判定基準)"に よる点数評価 の重症度で歯周組織 炎,歯 冠周囲炎では10点 以上,顎 炎では15点 以上 の評

点 を有 す る患者 とした。投 与方法 は本剤 を1回200mg,1日3回,食 後 に経口投与 とした。投与 日数 は

3～9日 間,平 均5.6日,総 投与量は1.8～5。4g平 均3.3gで あった。治療効果判定 は前記の効果判定

基準に よる投与開始後3日 目の点数判定 と主治医に よる効果判定 を併せ て行 なった。その結果,点 数

評価では著効 な し,有 効9例,無 効2例 で有 効率81.8%,主 治 医に よる臨床効果判定 では著効3例,

有効4例,や や有 効4例 で有効率63.6%で あった。細菌検査の結果では,閉 塞膿瘍か ら採取 した検体

6例 か ら,α-Streptococcus 3株StUptococcus intermzedius 2株Peptostreptodoccus sp. 2株

Streptococcus anginosus 1株Streptococcusだmorbillorum 1株,Streptococcus equinus 1株

Bacteroides gingivalis 1株 が検 出され,本 剤 に対 す る感受性(MIC)は α-Streptococcus 1株 に対

して12.5μg/mlで あった他 は,い ずれ も6.25μg/ml以 下であ った。本剤投与前後 にお ける臨床検査値

の変動には異常所見 を認めなかった。 また本剤投与 と関係あ ると思われる副作用 は1例 もみ られず,

総合的な有用性 は満足8例,や や満足3例 で不満 と判定 された ものはな く,本 剤 は歯性感染症 に対 し

て有用な薬剤 と考 えられた。

近年,ピ リドンカルボン酸系薬剤の開発が進められて

いるが,キ ノロン系は抗菌力,経 口吸収 および尿中排泄

の優れた もの として注 目されている。そのなかで,NY-

198はグラム陰性菌のみならずグラム陽性菌に対 して も,

幅広 い抗 菌スペク トル と優れた抗菌力を示 し,経 口投与

によ り速やかに血 中お よび各組織内へ移行 し,未 変化の

まま尿中に排泄され るこ とが明 らかにされている1)。

今回,わ れわれは新 しいキノロン系抗 菌剤であるNY-

198を口腔外科領域歯性感染症 患者に対 して投与 し,その

臨床効果 および臨床的有用性 を検討 したので報告す る。

I 投与対象 および投与方法

投 与対象 は昭和61年9月 か ら62年2月 までの6か 月

間に昭和大学 歯科病院 を受診 した歯性感染症 患者11例

で,年 齢 は18～58歳 で,疾 患の内訳 は歯周組織 炎1例,

歯冠周囲炎3例,顎 炎7例 であ り,"歯 科 ・口腔外科領域

における抗生 物質の効 果判定基 準"2)による点 数評 価の

重症 度で歯周組織炎,歯 冠 周囲炎では10点 以上,顎 炎で

は15点 以上の評点 を有 する患者 とした。投与方法 は本剤

を1回200mg,1日3回,食 後 に経 口投与 とした。投与 日

数 は3～9日 間,平 均5.6日,総 投与量 は1.8～5.4島 平

均3.3gで あった。

II 治療 成績

治療効果 判定 は前記の効果判定基準 によ り,効 果判 定

日を投与開始後3日 目と し,同 日の臨床症状の合計点数

を投 与開始 日の合 計点数 で除 した値 か ら判 定 し,著 効

(≦0.3, excellent),有 効(0.3～0.7, good),無 効

(0.7≦,poor)に 区分 した。また同時 に臨床経過や患者

への問診か ら,主 治医 による効果判定 を併せ て行 なった。

その結果 点数評価では著効 な し,有 効9例,無 効2例

で有効率81.8%,主 治医 による臨床効果判定では著効3

例,有 効4例,や や 有効4例 で有効 率63.6%で あった

(Table 1)。

細菌学的検討 は,閉 塞膿瘍 か ら採取 した検体7例 につ

いて細菌の同定 および,NY-198, ofloxacin(OFLX),

enoxacin(ENX), cefaclor(CCL),お よびampicillin

(ABPC)に 対す るMIC測 定 を行 った。その結果,検 出菌
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Fig. 1. Laboratory findings before and after administration of NY-198

は6例 に認め ら礼 得 られ た臨床 分離 株11株 の 内訳 は

α-Streptococcus 3株Streptococcus intermeaius 2

株Stmptococous anginosus 1株Streptococcus

eguinus 1株Stmptococcus morbillorum 1株,Pe-

ptostreptococcus sp. 2株Bacteroides gingivalis 1株

であった。 これ らの検 出菌に対 す るNY-198のMICは,

106CFU/mlで α-Streptococcus 1株 に対 して12.5μg/

mlで あ った 他 は,い ず れ も6.25μg/ml以 下 で あ っ た

(Table 2)。

副作用は,症 例6に おいて投与後2日 目に両側下眼瞼

に浮腫が現れたが 本剤 の投与 中止後5日 目には症状 は

消失 していた。投与前後 の臨床 検 査値 には異常がな く,

本剤 との因果関係は不明である。

本剤 投与前後の臨床検査値の得 られた10例 では,そ の

変動に異常所見 を認めなかった(Fig. 1)。

総合 的な有用性は満足8例,や や満足3例 で不満 と判

定 された ものは な く,本 剤 は歯性感染症 に対 して有用な

薬剤 と考 えられた。

III 考 察

NY-198は β ラク タム系 を始め とす る他の抗生 剤 と

は作用機序の異なる抗菌剤であり,幅広い抗菌スペクト

ルと優れた抗菌力を示し,経 口投与により速やかに血中

および各組織内へ移行する。口腔外科領域において,本

剤の有用性が予測されたので,今 回われわれは歯性感染

症患者に本剤を投与し,その臨床効果を検討した。

臨床効果の解析対象症例の客観的点数判定では,11例

中9例 が有効で,高 い有効率が得られた。しかし主治医

による主観的な判定では,や や有効が4例 となり,著効,

有効をあわせた有効率は63.6%で あった。点数判定と主

治医判定で評価が不一致であった症例を検討すると,症

例1は 腫脹が改善されず,排 膿が持続していた症例であ

り,症例6は 当科受診以前に他院にて抗生剤(ABPC)が

投与されたが無効で,本 剤を投与したが倦怠感や疼痛が

改善されなかった症例で,こ れら2症例は3日 目評点比

が比較的低く,点数判定では有効に含まれるが,そ の後

の臨床症状から主治医による判定の評価が低くなったも

のと思われる。

今回の対象症例で,閉 塞膿瘍を形成していた7例 から

膿汁を採取し,6例 で細菌が検出された。これらの臨床

分離株に対する本剤のMICは,β ラクタム系抗生剤

(CCL, ABPC)に は劣るが,同 系のENXよ りも優れ,
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OFLXと はほぼ 同等 であった。本剤 はナ リジクス酸耐性

の腸内細菌,メ チ シ リン耐性黄 色ブ ドウ球 菌,ABPC耐

性 インフル エ ンザ菌お よびゲ ンタマ イシン耐性緑膿菌 な

どに対 して も優 れた抗菌 力を示す とされ,ま た各種の 実

験 的 マ ウ ス 感 染症 に 対 す る本 剤 の 感 染 防御 効 果 は

OFLXやENXに 比 較 して優 れ て い る との報 告 もあ

り3),本剤 は細菌学的に有 用性 があ ると思われ る。検 出菌

の感受性 と臨床 効果 との関連 では,症 例6か ら分離 され

た α-Streptococcusに 対 して は,他 の 検 出菌 よ り も

MICが12.5μg/mlと 高 く,本例の主 治医判定 がやや有効

であ り,他 の症例 においてはほ とん どが有効 であ るこ と

か ら,少 数例 ではあ るが両者 はほぼ一致 していた。

本剤の副作 用 としては,胃 部不快感 や下痢 な どの消化

器症状や眩暈,不 眠 な どの中枢神経症状 な どがみ られ,

その発現頻度は2,546例 中88例(3.46%)と 報 告 されてい

るが4),今回の対象症例 においては,1例 に下眼 瞼の浮腫

が現れたが投与中止後数 日で消失 してお り,ま た投 与前

後の臨床検査値 には異常がな く,本 剤 との因果 関係 は不

明である。

また本剤 の臨床検査値へ の影響 につ いては,GOT・

GPTの 上 昇な どの異常が報 告 されているが4),今 回の対

象症例の うち,投 与前後の臨床検査値の得 られ た10例 で

は1例 も異常を認めなかった。

以上の結果より,本剤は歯性感染症に対して臨床的に

有用であると考えられる。

文 献

1) NAKASHIMA, M.; T. UEMATSU, Y. TAKIGUCHI, A.

Mizun, M. KANAMARU, A. Tsuji, S. KUBO, O.

NAGATA, E. OKEZAKI and Y. TAKAHARA.: A new

quinolone, NY-198: Pharmacokinetics in

healthy volunteers. Program and Abstracts of

the 26th Interscience Conference on Antimi-

crobial Agents and Chemotherapy : 175, New

Orleans, 1986

2) 第1回 歯科薬物療法研究会シンポジウム記録: 歯科

感染症に対する抗生物質の効果判定基準について, 歯

薬癖法1: 122～160, 1983

3) HIROSE, T.; E. OKEZAKI, H. KATO, Y. ITO, M.
INOUE & S. MITSUHASHI: A new antimicrobial

agent of quinolone, NY-198. Program and
Abstracts of the 25th Interscience Conference on
Antimicrobial Agents and Chemotherapy: 195,

Minneapolis, 1985
4) 第35回 日本化 学 療法 学会 総 会, 新 薬 シ ン ポジ ウ ム

(3), NY-198。 盛 岡, 1987

NY-198 IN ODONTOGENIC INFECTIONS

YASUSHI ARISAWA, YOSHIRO MATSUI and KEN-ICHI MICHI

First Department of Oral and Maxillofacial Surgery, School of Dentistry, Showa University, Tokyo

NY-198, a new quinolone derivative, was administered to 11 patients with various odontogenic infections, and
the following results were obtained.

1) NY-198 exhibited clinically favorable effects in both an objective numerical rating of clinical symptoms

(good 81.8%, poor 18.2%) and the attending doctor's evaluation (excellent 27.3%, good 36.4%, fair 36.4%).
2) MICs of NY-198 against 11 clinically isolated strains were slightly greater than those of ofloxacin, but

obviously superior to those of enoxacin.
3) One adverse effect, edema in the lower palpebrae, was noted in one patient, but no abnormal laboratory

findings were observed.


